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	図1　種子の細胞における油脂の貯蔵
	植物種子の細胞にはオイルボディ（OB）と呼ばれる油脂を貯蔵する細胞小器官とプロテインボディ（PB）と呼ばれるタンパク質を貯蔵する細胞小器官が存在する。ダイズ種子の細胞では数個の大きなプロテインボディと無数の小さなオイルボディが細胞の大部分を占めている。
	図２　GmSDP1発現抑制株の種子
	オイルボディで働く油脂分解酵素の１つであるGmSDP1遺伝子の発現を抑制した株の種子は親株に比べて肥大し、一粒あたりの重量も増大した。
	図３　GmSDP1発現抑制株種子の脂肪酸組成
	一般的なダイズ油は約15％がオレイン酸、55％がリノール酸である。GmSDP1発現抑制株ではオレイン酸が増加し、28％となる一方で、リノール酸は47％まで減少した。
	図４　オイルボディにおける脂質分解の意義
	オイルボディのGmSDP1は貯蔵した油脂からオレイン酸を除去することで、リノール酸含量を高める機能を持つ。GmSDP1発現抑制により、オレイン酸の除去を阻害すると油脂中のオレイン酸含量が増大する。
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